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はじめに

ジェイムズ ･ジョイスは20世紀の最も重要な作家の一人と許されるアイルランド出身の小説家であ

る｡著名な作品には処女作でもあり短編小説である rダブリンの市民J､アメリカのランダム ･ハウ

ス社が行った ｢20世紀に英語で著された′ト説ベス ト100｣1と遺した調査で1位となった rユリシーズJ

(Ulysses)､同じく3位を藤得した r若い芸術家の肖像J(APortraitoftheArtistasaYoungMan)､

そして､新たな言語創造を試みたとされる rフイネガンズ ･ウェイクj(FlmleganSWake)の4作を

挙げることができる｡以下は､ジョイスによって出版された作品の一覧である2｡

1907年5月(25歳)一詩集 r室内楽J(ChamberMusic)

1914年6月(32歳)一短編集 rダブリンの市民j(Dubliners)

1916年12月(34歳)一長編小説 r若い芸術家の肖像j(APort71aitoftheArtistasaYoullgMa71)

1918年5月(34歳)-戯曲 r亡命者たち](Exiles)

1922年2月(40歳)-長編小説 rユリシ-ズJ(Ulysses)

1927年7月(45歳)･詩集 rポウムズ ･ペニイーチj(PolneSPenyeach)

1939年5月(57歳)-長編小説 rフイネガンズ ･ウェイク](FmlleganSWake)

ジョイスは､1882年にアイルランドの首都ダブリンに10人兄弟の長男として生まれが｡その後､6

歳を過ぎた頃より､イエズス会系のエリート校クロンゴーズ ･ウッド･カレッジ (ClongowesWood

College)4に入学し､厳格な宗教教育を受けた｡ジョイスの父親は市の地方税徴収事務所に勤務 して

いたが組織再編の折に失職する.以降､ジョイス家は僅かな年金収入を頼りとした極めて窮乏した生

活を強いられ､彼は9歳の時に退学を余儀なくされる｡その後､授業料の安いクリスチャン･ブラザー

結城英雄 rジョイスを読む]集英社､2004年､9頁｡

1998年7月20日､アメリカのランダム･ハウス社が実施した調査｡
桶谷秀昭 rジェイムズ･ジョイスj定伊国屋沓店､1980年､197-205頁｡
Ellmann,RIChard,JamesJoyce,NewandRevisedEdit10n,0XfordUnlVerSltyPress,1983.p21.
Ibid.p.29
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ズ ･スクール(Christian Brothers■School)5に入学するが､11歳の時､名門校べ)I,ベデイア ･カレッ

ジ(BelvedereCollege)の学監に就任が予定されていた前学校の校長の計らいで､エリー ト校である

同校への入学が許される｡そこでは､ジョイスは特に作文に秀で周囲の注目を集めた｡そして､16歳

になったある日､聖職への道を勧められるが､彼はこれを拒否し､｢司祭とは魂の牢獄と暗黒を意味

する｡たとえ破滅が待っていようと､芸術と人生に自らの身を委ねよう｣6と決意する｡その後､ジョ

イスはカ トリック系の大学であるユニバーシティー ･カレッジ ･ダブリン(UniversityCollege.

Dublln)7に入学し､英語 ･フランス語 ･イタリア語から成る ｢現代言語｣を専攻する｡やがて彼は大

学を卒業するが､ジョイス家の窮乏には益々拍車がかかり､借金取りに追い立てられ､一家は度重な

る引越しに翻弄させられる｡しかし､当時､貧困に嘱いでいる家庭はジョイス家だけではなかった｡

この頃､19世紀後半のアイルランドは未だイギリスの植民地下にあった｡その一方で､人々の生活

はキリスト教会組織による多大な影響を受けていた｡すなわち､人が生を受けた時より､教育､結婚､

社会生活､さらには死に至る迄､聖職者の介在なしに生活を営む事は不可能な仕組みが作られていた｡

しかし､そうした状況にあっても社会は荒ぶ一方であった.ギブソン教授は､｢20世紀への変わり目

のダブリンの町は､ヨーロッパのどの都市と比べてもー香貧困の目立つ都市であった｡大飢僅以降､

困窮者がダブリンの町に押し寄せ､町はスラムで溢れていた｣8と記しているが､このような有様は

ジョイスにとってまさに許 しがたく嫌悪すべき状況であった｡そして､彼はダブリンを ｢麻痔｣

(paralysis)9状態にあるとし､イギリス政府の無策10を非難し､また､市民の窮乏の嚢で ｢蓄財を重

ねていたキリスト教会組織｣11に対する憎悪を深めていった｡ある日､ジョイスは滞在先のローマか

ら祖国の弟に宛てて､教会こそが ｢アイルランドの敵｣であるとしたためた審状を送る (也eenemy

ofIreland)12｡また､将来の伴侶となる女性に宛てた書状に､｢私の心は一切の現在の社会秩序及びキ

リスト教を拒絶します｣(Mymindrejects也ewholepresentsocialorderandChrlStlanlty)と書き､

さらに､｢私は暫くこと､語ること､行うことによって､それ(教会組織)に公然と戟争を挑みます｣

(Imakean openwaruponitbywhatlwriteandsayanddo.)13と記したOその後､自ら ｢自発的亡

命｣(voluntaryexile)14と称し､祖国を後にし (22歳)､ユーゴスラビア (現クロアチア)の都市ポー

ラやイタリアのローマ､オース トリア-ハンガリー帝国領のトリエステ (現イタリア領)､スイスの

a Ellmann.Richard.JamesJoyce.NewandRevisedEdition,OxfordUnlVerSltyPress,1983,p.35.

6 リチャードエルマン､宮田恭子訳 rジェイムズ･ジョイス伝1Jみすず番房､1996年､62頁0
7 Ellmam.p.57

8 Gibson,AndrewJamesJoyce,Rea拙OnBooksLtd..London,2006pp68-69,ロンドン大学教授｡

9 Joyce.James,SelectedLettersofJamesJoyce.ed.Ellrnann,RIChard.FaberandFaber,1975.p83

10 リチャード･エルマン著､宮田恭子訳 rジョイス伝11みすず番房､1996年､295貢｡
11 同省､294-295貫.

12Joyce.James,SelectedLettersofJamesJoyce..ed..Eumann.RIChard,FaberandFaber.1975.p125

13 1bld.,p.25-26.

14 Ibid.,p56.
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チューリッヒ､フランスのパリなどを転々とする｡その間､彼は主に英語の教師をしながら妻子を養

い､その一方で､極貧に苦しみ､持病である眼病と戦いながら執筆活動を続けた｡

ジョイスは rダブリンの市民』執筆にあたり､友人に ｢多くの人間が､これが都市だと考える､半

身不随の麻痔した魂を描くために､あの作品を rダブリンの市民Jと名づける｣15と1904年7月にし

たためているが､その出版は容易ならざるものがあった｡彼自身､｢この作品は読者の気分を害せず

に書くことは出来ない｣16と述べたが､その言葉は的中し､ジョイスは幾多の出版社と交渉を試みた

ものの､いずれからも内容の訂正17や削除を求められ業を煮やしたジョイスが出版社を契約破棄のか

どで提訴することもあった180 しかし､そうした符余曲折を経て執筆から10年以上が経過した1914年

6月､rダブリンの市民』はようやくロンドンの出版社､グラント.リチャーズ社から発行された19｡

筆者は､ここに ｢問題の所在｣を認める｡すなわち､以下の4点である.

【1】 ジョイスは､如何に自身の命題である ｢教会との戦争｣を遂行したか｡

【2】 ジョイスが考案した作品構成とは､いかなるものであったか｡

【3】 ジョイスは､自ら創造した登場人物たちに如何なるメッセージを託したのか｡

【4】 ジョイスの ｢教会との戟争｣は､彼に如何なる帰結をもたらしたのか｡20

-万､ジョイスは､制度としての､あるいは組織としての､あるいはまた市民を支配するものとし

てのキリスト教会を生涯批判の目で見つめていた.彼は､筆者が本箱で分析を試みる rダブリンの市

民Jに限らず､それ以降の作品においても､直接的にもあるいは間接的にも教会への批判を展開して

いた｡筆者の研究は､アイルランドのキリスト教会に対しジョイスがどのような感情を抱いていたの

か､また､どのような表現方法を用い自らの命題を遂行しようとしていたのかを考察し､さらにジョ

イスの作品の中に見られる表現からその隠された意図を探り､彼の思想と作品とに架橋を試みようと

するものである｡その第一歩として､本稿ではジョイスの初期作品である rダブリンの市民』の冒頭

に置かれた作品､｢姉妹｣の分析を行い､次稿において短編の最後を締めくくる作品､｢恩寵｣を考察

し､その後､その二作の間に置かれた作品の分析を､内外の優れた研究に依拠しながら進めたい｡

本論に入る前に先行研究について触れておかなければならない｡ジョイスの作品はその表現の過激

さ卑濃さなどから､当初､アイルランドでは発売されることはなかった｡ジョイスと同時代に生きた

イギリスの批評家､シリル ･コノリー(CyrilVernonConnolly)は､1929年4月､｢作家の名声が時代

によって上がったり下がったりすることは良くあることだが､ジョイスの場合は場所によって評判が

E3 リチャード･エルマン､宮EEl恭子訳 rジェームズ･ジョイス伝1jみすず昏房､1996年､186頁o

l6 Joyce.SelectedLettersofJamesJoyce,p83.

17 Glbson,AndrewJamesJoyce,ReaktionBooksLtd,London,2006.pp.89-90

1B リチャード･エルマン､宮田恭子訳rジェームズ･ジョイス伝2J494頁｡

19 Ellmann.RIChard,JamesJoyce.NewandRevISedEdition.0ⅩfordUruversityPress,1983,p353

20 問題4については紙幅の都合により､次掛こ於いて論述する｡
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高かったり低かったりする｡ジョイスはアイルランドでは恨みを買い､イギリスでは軽視され､アメ

リカでは一部の人々によって偶像扱いをされている｣21と述べたが､ジョイス研究はアイルランドを

その起点としなかった｡我が国でのジョイス研究は､1918年に詩人野口米次郎が22小説 r若い芸術家

の肖像jを紹介し､その文体の特徴を指摘して以来のことである｡本稿が扱うジョイスと宗教､教会

批判といった視点から彼の作品を捉えようとする研究は､我が国においては管見の限り僅かである23｡

一方､海外の研究でジョイスと宗教を結びつけたものには､JoyceamongtheJesuits21,Joyceand

Aqumas25,TheCollSCienceofJamesJoyce26等が見られるが､やはりその数は少ない｡

第一章 rダブリンの市民』の構成と本稿での対象作品

rダブリンの市民j(DubLiners)は､十五編からなる短編集として知られているoLかし､厳密に

は次に挙げた1から14までの短編､及び､15作目の中綱により構成されている｡

物語りは､少年期､青春期､青年期､社会生活の四期に分けられ､次のように配置されている｡

<少年期> 1.｢姉妹｣(TheSisters)､2.｢出遭い｣(AnEncounter)､3.｢アラビ-｣(Araby)､

<青春期>4 ｢イーヴリン｣(EveLme)､5 ｢レースの後で｣(AjtertheRace)､6,｢二人の伊達男｣

(TwoCallants)､7.｢下宿屋｣(TheBoardingHouse)､<成年期> 8 ｢小 さな雲｣(AL,lttle

Cloud)､9 ｢対応｣(Counterparts)､10.｢土｣(Clay)､ll.｢痛ましい事故｣(APainjidCase)､

<社会生活>12 ｢蔦の日の委員会室｣(IvyDayintheCommitteeRoom)､13.｢母｣(AMother)､

14,｢恩寵｣(Grace)､<付加作品>15.｢死者たち｣(TheDead)0

本稿では以下の理由から ｢姉妹｣及び ｢恩寵｣27を考察の対象とする｡ジャクソン及びマクギンレ-

は28､rダブリンの市民Jでジョイスが信仰をテーマとして著した作品には､｢恩寵｣及び ｢姉妹｣が

あると述べている｡冒頭に置かれた ｢姉妹｣については､特にジョイスが ｢教会との戦争｣の開始を

告げる役割をこの作品に付したものと考え､考察対象とする重要性を確信する｡さらに､1906年5月

に弟に宛てた書状でジョイスは ｢この作品は読者の気分を苦させずに書くことは出来ない｡アイルラ

ンドの司祭は､｢姉妹｣を糾弾するだろう｣29と語っており､彼の ｢教会批判｣に沿う内容の記述がこ

の作品に多く現われているのではないかと考える｡ 一方､｢恩寵｣については､ジャクソン及びマク

zl丸谷オー r現代作家論 ジェイムズ･ジョイスJ早川沓房､1974年､51頁｡

22鏡味国彦rジェイムズ.ジョイスと日本の文壇｣文化皆房博文社､1983年､lo貰o

23安藤勝窟 r英米文学研究文献要覧l紀伊国屋昏店､1994年､20世紀文献要覧体系23号｡

21sullivanKevlnJoyceamongtheJesldts,ColumbiaUniversityPress.1958

25N00n.WlluamJoyceandAqzu'uas.YaleUniversityPress.1957.

260●Brlen,Darcy.TheConscLe71CeOfJamesJoyce.PnncetonUniversityPress,1967

27｢恩範｣の分析は耗帽の都合により､次塙において論述する｡
28Jackson.JohnW.&McGin1ey.Bernard.JamesJoyce'sDubltllerS.Sinclair-Stevenson.1993,p.156.

29Joyce,SelectedLettersofJcnleSJoyce,p83.
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ギンレ-が､rダブリンの市民』の中の作品のすべてを凝縮する最も重要な作品30と記しており､ジョ

イスの命題がより核心的に表現されているものと考える｡また､｢恩寵｣は当初からジョイスが rダ

ブリンの市民』を締め括る作品として位置づけていた作品でもある31｡

｢死者たち｣については､本稿での考察対象とすべきものと考えるが､次の理由により除外する｡

① 短編は全て1905年までに執筆されている｡｢死者たち｣は､1907年に著されており長さの点からは

中筋であり､その表出態度は他の十四作とは明らかに異質なものである32｡ ② rダブリンの市民』と

いう作品の全体的な統一という観点から ｢死者たち｣は問題である33. ③ ジョイスは､｢rダブリン
の市民jでは､私はダブリンに不当に厳しかったような気がする.この都市の魅力を何一つ再現しな

かった｣}lと述べ ｢死者たち｣の執筆にとりかかっている｡④ 短編の登場人物たちは ｢中の下の階級｣

に属するが､｢死者たち｣の主人公はそれより上の階級､むしろブルジョア社会に属した人々にまつ

わる物語となっている35.

第二幸 ｢姉妹｣一 作品の紹介
第一節 ｢姉妹｣ 一 粗筋

本節では物語の粗筋を ｢少年と神父｣､｢神父の棺の前で｣という二つの項目に分けて纏める36o

l.少年と神父

少年は伯父伯母と同居しており､日頃からキリスト教の教義やミサの方法などについてフリン神

父から個人的に指導を受けている｡ある日､神父が卒中で倒れてしまう｡今回は三度目である｡神父

は ｢もう長くは生きられない｣と語っていたが､少年は ｢取り留めのないことを言って｣と放ってし

まう｡しかし､何か気になり毎晩神父の住まいの前を行き来し様子を伺った｡もし亡くなっていたの

なら死者の頭のところに蝋燭が二本燈る｡きっと窓にその影が映るはずだ｡しかし､その気配はなかっ

た｡少年は神父の部屋を見上げる時､｢麻痔｣という言葉をそっとつぶやいてみた｡最初､その言葉

はユークリッド幾何学のノーモン､『カトリック教義問答集』の ｢聖職売買｣といった言葉と同じよ

うに寄妙に響いた｡しかし､今では､何か邪悪で罪深い存在の名のように響き彼は恐れを抱いたが､

その一方でそれに近寄ってみて､その忌まわしい行為を見てみたいとも思った｡

ある夕方､伯父の友人のコッター爺さんが来て､神父が亡くなったことを告げる.コッター爺さん

30Jackson&McGinley,p.56.

31 NomS.Margot.Susbic1-ousReadi71gSOfJoyce'sDublmers.UniversityofPennsylvanlaPress.2003.p197.

32 桶谷秀昭 rジェイムズ･ジョイスj紀伊国屋暫店､1980年､124頁｡

33結城英雄rジョイスを読むj集英社､2004年､79頁｡

i-ェルマン著､宮田恭子訳 rジョイス伝11みすず昏房､1996年､264頁0

35Norris,p216

36 ジェイムズ･ジョイスDublmersの翻訳の引用は､すべて結城英雄訳 rダブリンの市民j 岩波文庫､2008年に

依る｡
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によると､神父にはどこか奇妙で不気味なところがあったと言う｡すると伯父さんが､神父と少年は

仲の良い友達だった､神父は彼にいろいろと教えてくれて目をかけてくれたと語る｡それに対 しコッ

ター爺さんは､もし自分の子供だったらあんな男とは付き合わせたくない｡なぜなら子供の心は感 じ

やすく､あんなふうなものを見ると影響を受けてしまうからと語る｡これに対 し伯父さんは私も同じ

意見だOそこの蓄蔵十字合点37にいつも言っている｡身体を鍛え､冷水浴でもして､と話をはぐらか

してしまう｡夜､少年はなかなか寝つかれなかった｡コッター爺さんが一体何を言おうとしているの

か気になった｡そこに唇を唾液で濡らし､絶えず薄ら笑いをした生気のない灰色の麻痔 したような神

父の幻が現れた｡少年は自分の魂がどこか楽しい邪悪なところへ遠のいて行 くように感 じた｡そして､

神父の唾液で濡れた唇が､つぶやくような声で何かを告白し始める｡そこで彼は神父が麻痔で亡 くなっ

ていることを思い出し､あたかもその ｢聖職売買｣の罪を許すかのように自分も弱々しく微笑んでい

ることを感じた｡ しかし､神父の死に遭遇 した少年は不思議にも悲嘆にくれることがなく､かえって､

束縛から解き放たれたような開放感を覚え当惑したくらいだった｡

若い頃､ローマにあるアイルランド神学校に学んだ神父は､少年にラテン語の発音方法やカタコン

ベやナポレオンの話､そしてミサで着る法衣の意味合いや大罪や小罪に該当する行為などについて教

えてくれた｡そうした話から少年は今まで最も単純だと思っていた教会の制度ですら､実は､複雑で

神秘的なことであったことを知るようになる｡また､告解室で漏らされる秘密に対する司祭の職任は

あまりにも重大ではないかと考えた彼は､どうして司祭がそのような要務を引き受ける勇気を持てる

のか不思議でならなかった｡ しかし､そうした込み入った問題に対応するために郵便局の人名簿のよ

うに分厚い書物があるということを神父から聞かされた彼は､特段､驚きもしなかったoまた､神父

は少年にミサの答辞を暗記させた｡それを彼が早口に唱えると神父は､時折､喚ぎ煙草の大きな塊を

鼻孔に交互に押し込み､大きな変色 した歯を見せて､舌を下唇の上にのせて笑った｡少年はコッター

爺さんが神父について語った言葉がまだ気になっていた｡また､昨晩見たペルシャにいたような夢の

結未が何であったのかを考えたが思い出せなかった｡

2.神父の棺の前で

夕方､叔母さんと一緒に神父の家を訪ねたO神父の遊休は既に棺に納められており､皆で棺の下の

方にひざまずいて祈 りを捧げようとした｡しかし､少年は神父の妹ナニーのぶつぶついう声に気持ち

が乱れた｡また､彼女の靴のかかとが片方だけに磨 りへっていたり､スカー トが背中で不恰好に止め

られていたりするのが気になった｡棺の中の神父は祭服を着て大きな手に力なく聖杯を抱え､ひどく

棒猛そうな顔をしていたoナニーはシェリー酒の入ったデカンターとワイングラスを出し､ワインを､

37Gifford,DonJoyceATlタLOLafed-NoEeŝorDubLinersandAPortral'tOfEheArEIStaSaYoungMan.UruversltyOf

CalifornlaPress.1982.p.30.:Rosicruclan-Amemberofanmternat10nalfraternityofrellgiousmysbcs,the

AncientOrderRosaeCrucis本箱はジョイスのキリスト教会批判を論じようとするものであり､ここでは藩夜

十字会については言及しない｡
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と勧める｡彼女は姉の言いつけでシェリーを注ぎ皆に回した380階下の小部屋には姉エライザが腰掛

けていた｡伯母が ｢あの方もとうとう天国に召されて｣と語る｡するとエライザが神父の死は息を引

き取ったのも分からないほど静かできれいなものであった.終油39はオウラーク神父に済ませて貰っ

たのだが､神父はその際にも悟りきった様子だった､などと続ける｡さらに､エライザは､家は貧し

かったけれど神父には不自由をさせたくないと思い､できるだけのことをした｡彼は普段は全く手の

かからない人であったけれども､亡くなる前から聖務日課啓は床-落としてしまうし､椅子にもたれ

てロを開けていたりし､様子がおかしくなっていたと語る｡しかし､いつも生家を見るためにリウマ

チ車強 40の付いた馬車でアイリッシュタウンに連れて行ってくれると言っていて､皆楽しみにしてい

たとも言う｡その一方で､神父は九帳面すぎる人だった｡司祭の務めは荷が重すぎたようだし､彼の

一生も思うようにいかなかったのかもしれないとも語った｡すると伯母さんが､彼が失意の人だった

のはよく分かると言い､エライザも彼がおかしくなったのは聖杯を壊したことがその始まりだったと

続ける｡しかし､聖杯の中には何も入っておらず何ともなかった｡そもそもあれは､侍者の過ちだっ

た｡それにも係わらず､神父はひどく気に病み､あれからというもの誰ともロをきかずふさぎ込むよ

うになった｡ある夜､神父は人を訪問する用事があるというのに､行方が分からなくなり､皆で探す

と薄暗い告解重に座って､大きく目を見開き一人忍び笑いをしていたO皆がそれを見て､これはどこ

かおかしいと思ったとの話が続く｡

第二節 ｢姉妹｣ 一 作品のテーマ

ジョイスはダブリンを ｢麻痔｣41状態にあるとし､｢多くの人間が､これが都市だと考える半身不随

の麻壊した魂を描くためにあの作品を 軒ダブリンの市民』と名づける｣42と語ったoLたがって､ジョ

イスの rダブリンの市民』の執筆のテーマは､ダブリンの麻痔を措くことにあったということになる｡

しかし､ジョイスは｢姉妹｣の冒頭で主人公の少年に自身のテーマである｢麻痔｣だけではなく､｢ノー

モン｣や ｢聖職売買｣という言葉を挙げさせた｡そして､それを ｢麻痔｣と同様な響きを持った言葉

とした｡では､なぜジョイスは ｢執筆の意図｣を ｢麻痔｣に限定したのだろうか｡そこには何かの意

図が隠されていたのだろうか｡以下に､ジョイスが本作品に託した真のテーマとは一体何であったか

を考察する｡

3BJoyceJames,Dublmers.WordsworthClassics.1993,p.5.妹ナニーの混乱した状態が伺える｡

3g ドナルド･K.マッキムrキリスト教神学用語辞典J日本キリスト教団出版局､2002年､360頁o｢最後の塗油｣

-臨終の床にある病者のための秘蹟｡

40 JoyceJames,Dz̀blmers,WordsworthClassics,1993,p6.エライザは､rheumatlCWheel(リウマチ車籍)と語

るが､pneumatlCWheels(空気式車輪)の間違いであり､ここでは姉エライザの混乱ぶりが伺われるd

4-Joyce.James,SelectedLettersofJamesJoyce,ELlmann.RIChard.,ed..FaberandFaber,1975,p83.
1̀2リチャード･エルマン､宮EEl恭子訳 rジェームズ･ジョイス伝1jみすず普房､1996年.186頁｡
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1.｢麻痔｣､｢ノーモ ン｣､｢聖職売買｣

｢麻痔｣(paralysis)についての医学的説貯 3は､｢①神経組織の損傷､または疾病による筋肉の随意

運動力の喪失｡②身体の一部の感覚妥失｡③分泌または精神作用のような機能の賓失｣とのことであ

る｡

｢ノ-モン｣(gnomon)44については､｢平行四辺形からその一角を含む､それに相似な平行四辺形

を取り除いた残りの図形｣45との記述がある｡したがって､｢ノーモン｣は本来の形体からの欠如を意

味し､不完全さを類推させる言葉でもある｡

｢聖職売買｣(simony)は､ トマス ･アクイナスが r神学大全j弟19巻第2部第100脚 6において定

義をした概念である47｡以下は､本論に即し筆者が要約したものであり､また､下線部分については

筆者が強調のため付したものである｡

第1粂 ｢聖職売買とは何か｣ではこの世のものは全て霊的事物であり次の理由から売買するには相

応しくないものとしている｡(∋その価値は地上的な価値では計れない｡くさ霊的事物の所有者は神であ

り､その保有者は単なる管理者にすぎない｡(丑神から無償で授かったものであるから､他にも無償で

与えなければならない｡

第2粂 ｢秘技のために金銭を受け取る事は許されるか｣との談論では､秘貯 8(洗礼､堅信､聖体､

ゆるし､病者の塗油､姫鱒､叙階)を執り行う権能は､神が聖職者に無償で与えたものであるから､

それを施す際に金銭を受け取ってはならないとしている｡しかし､秘蹟の管理者の生活を維持するた

めに何かを受け取る事はこの限りではない｡

第3粂 ｢霊的な行為のために金銭を受け取ることが許されるか｣との議論では､霊的な行為とは霊

的な恩寵を授けるための秘蹟であり､霊的な権能を託されている者は教会から生活の維持費を受けて

いるため霊的な権能の対価として何かを受け取ったりした場合は罪となるとしている｡また､そこに

契約が介在していた場合も同様である｡

43 ステッドマン編鵜委員全編 rステッドマン医学大辞刺 メジカルビュー社､1981年､1027頁.

JJTJleOx/oldEnglishDictionary,OxfordUniversltyPress,1987,p245
45,1､稲凍男宙r新英和大辞剣 研究社､1980年､895頁｡

46 トマス･7クイナス著､稲垣良典訳r神学大全j第19巻第2部第100間､創文社､1991年､426-461貫｡ここでは､

｢聖戦売買｣ではなく｢聖物売買｣と訳されている0本論では､r新カトリック大事典｣に倣い ｢聖敬売買｣と

して考案を進める｡

47上智学院新カトリック大事典編纂委員会 r新カトリック大事典J 研究社､2002年､635頁｡
lA同番､189頁0
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第4粂 ｢霊的なものと結び付いた事物を売る事が許されるか｣との議論では､すべて現世的なもの

は霊的なものに結び付けられており､それを売ることはできるとしている｡しかし､霊的なもの-の

秩序､例えば神に係わる聖職者の立場などは売買されるべきではないとし､また､聖なる器も霊的な

ものに結び付けられており 売ることはできないとしている｡しかし

はなく単なる金属であるため売ることはできる｡砕かれた器をまた同

別される必要があるともしている｡

砕かれた後の器は聖なる器で

ら造るには

第5粂 ｢手による贈与のみが聖職売買を成立させるか､それとも言葉および奉仕による贈与も聖職

売買を成立させるか｣との議論については､もし､その奉仕が不純で肉的なことへと結びつけられて

いたならば､それは奉仕による贈与であって聖職売買の罪になり､また､ある人が司祭職を得たいと

求めるなら そうした高慢さを抱くことから しくない者となるとしている｡

第6粂 ｢聖職売買の罪について｣の試論については､聖職者が与える秘蹟は霊的なものであり

いわば盗むという形でその職務を行使してほならないとしている｡また､聖職売

買者たちは､霊的なものを売る者も買う者も､また仲介する者も罰せられ､聖職者の場合には汚辱､

免職によって､一般信徒は破門によって罰せられる｡

2.ジョイスによるアクイナスの ｢聖職売買｣の理解の根拠

ジョイスは自身の ｢教会への戦争｣を開始するにあたり､アクイナスをその拠り所としたと考える｡

その根拠は次の通りである｡(ら｢アタイナスこそ､鋭い刃のような論証によった最も偉大な哲学者で

あり､アクイナスを一日一貫ずつラテン語で読んだ｣と語っている49.② ｢アリス トテレスとアクイ

ナスの思考は､私を導いてくれるものとして必要である｣と述べている50｡③新 トマス主義51の連動

が興隆している只中にジョイスはおり､｢聖職売買｣の談論に触れていたと考えられるo(むジョイス

が通っていた大学､ユニバーシティー ･カレッジ ･ダブリンが1901年11月27日に開催 したThe

AcademyofSt.ThomasAquinasの数少ないメンバーとしてジョイスが名を連ねていた520⑤自身の

アクイナスに関する思考を ｢応用アキナス学｣53(AppliedAquinas)と呼んでいた｡

49 ELlmann.RIChard.JamesJoyce,NewandRevisedEdlt10n,0ⅩfordUniversityPress,1983,pp.341-342ポリス･

フアーラン氏 (BonsFurlan)がエルマン教授に苑てた缶状で語ったもの｡フォーラン氏はジョイスが英語を

数えた生徒の一人｡後に､ユーゴスラビアの政治において顕著な役割を果たす｡

抑 JamesJoyce.APorEraiEo/theArhstasaYoungMan.WordswolthClassics.1992.p144 …Icanworkonat

presentby山elightofoneortwoideasofArlStOtleandAquinasIneedthemonlyformyownuseand

guldanceuntilIhavedonesomethlngformyselfbytheirlight:'

5-上智学院新カトリック大事典崩碁委員会 r新カトリック大事典J研究社､2002年､4431444貫.教皇レオ13世

が1879年 ｢アクイナスの精神｣によるキリスト教的哲学の復興を呼びかけ始まった論議.

5L'sullivan.Kevin.JoyceamongEkeJesulEs.GreenwoodPress,1958.pp1671168

53 ジェイムズ･ジョイス著､丸谷才一訳 r若い芸術家の肖像｣典英社､2009年､383貫｡
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一方､ジャクソン及びマクギンレ-の研究54では､ジョイスは ｢聖職売買｣を次の項目に分けて理

解していたというO①聖霊の住処である人体が売春を行うこと｡② 愛情を金銭または地位で取引す

ること.③友情を裏切ること､またはそれを売買することO④貧民を搾取すること｡⑤孤独 ･惨めさ

を味わうことO⑥政治原則における背信行為を行うことD(丑職権を混用すること｡(参縁故主義などあ

らゆる形態での悪事の仲介をすること｡⑨偽善行為を行うこと｡

第三章 ｢姉妹｣- ストーリーの分析

1.ジョイスの思惑

前節から少年が冒頭に発した､｢麻痔｣､｢ノーモン｣､｢聖職売買｣の三つ言葉の内､｢麻痔｣､｢ノー

モン｣は､何れも ｢機能不全｣や ｢不完全｣を示し､｢聖職売買｣という言葉だけが､宗教に関連す

る言糞であることが判明した｡したがって､ジョイスの ｢書くこと､語ること､行うことにより公然

と教会に戦争を挑む｣という表明に従えば､この言葉の内でジョイスの命題に沿う言葉は ｢聖職売買｣

のみとなる｡中間に位置する ｢ノーモン｣については､少年は一度触れただけであり､それ以外の使

用は見られない｡このことから､ジョイスが ｢ノーモン｣という言葉に付した役割は軽微なものと推

察する｡仮に少年が ｢麻痔｣､｢聖職売買｣という二つの言葉だけをつぶやいた場合を想定するとあ普

りにも暗く陰哲な印象が創出されるのではないか｡このため､ジョイスは ｢麻痔｣と ｢聖職売買｣と

の間に何か緩衝材的な役割を持った言葉を置くことを考え､同じく ｢奇妙に響く言葉｣を探したとこ

ろ､以前､学習したユークリッド幾何学の ｢ノーモン｣を想起したのではないだろうか｡実は､ジョ

イスは数学を不得手としていた55｡それはジョイスが11歳の時より通学していたベルベデイア.カレッ

ジでの成績にも如実に表れており､ユークリッド幾何学での彼の成筋を見ると､600点満点中40点56

に留まっていた｡この成績でジョイス少年が ｢ユークリッド幾何学｣を理解していたかは､はなはだ

疑問であり､ジョイスにとって ｢ノーモン｣という言葉は､まさに奇妙で意味を成さない言葉であっ

たのではないか｡このことから､ジョイスはこの言葉に奇妙さ･不完全さだけを演出させる役割を付

したものと推察する｡

以上から rダブリンの市民』におけるジョイスの思惑は､登場人物たちの ｢麻痔｣を措き､その ｢聖

職売買｣の罪を暴くことにあり､その検証方法として ｢邪悪で罪深い存在による様々な悪行を見る｣

ということにあったものと考える｡このため､本稿では以上の仮説に沿って登場人物たちの ｢麻痔｣

を確認し､それがどのように ｢聖職売買｣の罪に関連付けられているかを考察する｡なお､分析にあ

5IJackson.JohnW.&McGlnley,BernardJamesJoyce'sDublmers.SlnClair-Stevenson,1993,pll.ジャクソン及び
マクギンレイが述べる｢ジョイスが意味するシモニー｣については典拠が示されていないが､彼らの文献はケ

ンプリツ大学等に採用されており権威のあるものと推察する｡

55桶谷秀昭 rジェイムズ･ジョイスj紀伊国屋番店､1980年､192頁.

56sulllVan,KevlnJoyceamongtheJesuits.ColumbiaUniversityPress,1958.p104
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たっては､ダブリンの麻痔から逃れ､芸術家として飛期を試みようとする青年の意識の成長を措いた

ジョイスの自伝的小説とされる r若い芸術家の肖像Jを､適宜､引用する｡

2.神父の経歴に見る ｢麻樺｣と ｢聖職売買｣

プリン神父はアイリッシュ･タウン57の出身である｡この地域はダブリンの巨大スラムとして知ら

れ､犯罪が多発し生活環境も極悪とされ極めて殺伐とした地域である58.したがって､多くのダブリ

ン市民にとっては排他的な地域であり､おそらく､そこの住人は他のダブリン市民から差別的な扱い

を受けていたものと推察する｡そのような環境に育ったにもかかわらず､神父は取り分けて優秀であっ

た｡神父は姉妹の献身的な援助を受けながら､やがて多くの司祭たちが悌れ極僅かなエリートのみが

入学を許される､ローマにあるアイルランド神学校59で学ぶという華々しい出世コ-スを歩むように

なる｡過去の修了者の中には､アイルランドの教会組織で司教や大司教といった要職に就く人たちが

多く見られた600将来を嘱望された神父はひたすら勉学に励んだ.彼は､当然､経済的にも社会的に

も恵まれ､教会組織の中で自らの影響を行使し得るような職安を期待していたであろう｡しかし､神

父の夢はあえなく頓挫し､彼は極貧の人々の住むダブリン市､ミース通りの聖キャサリン教会61の司

祭の地位に甘んじた｡通常､司祭の地位にある人物には教会敷地内の施設を宿舎として提供される場

合が多いが､神父にはそうした施設はあてがわれなかったようである｡結果､彼は極貧の中でもさら

に極貧を極めた人々の住むグレート･ブリテン･ストリート62にある布地類を取り扱う店の二階を住

まいとした｡しかし､その店が扱う晶は子供や女物の靴くらいで､普段は傘の張り替えをなりわいと

していた｡おそらく二人の姉妹が生活の礎を得る為に細々とこの店を営んでいたのであろう｡このよ

うに彼の生活はエリート司祭のものとは思えぬほど精彩に欠け､悲哀すら感じさせるものであった｡

しかし､なぜ神父はエリート･コースから逸脱してしまったのか｡また､どのような経緯から周囲

に奇妙で薄気味悪く､変っていて失意にまみれた人といった評を醸成してしまったのであろうか｡お

そらく､その主な原因はプリン神父の ｢出身地｣にあったのではないだろうか｡仮に､フリン神父が

極貧の人々が住む排他的な街アイリッシュタウンの出身ということが教会内で認知されていたとした

ら､それが彼の昇進に有利に働いたとは考えにくい｡かえって､その出身が彼を他の幹部候補生たち

57 Gi放)rd,Don.JoyceAnnotated-NotesforDubLinersandAPortraitoflheArtistasaYoungMan.Universityof

CaliLornlaPress,1982,p34

58ァィリッシュタウンについては､近年になって市が新たなアパートなどの建設を進め常に改善の努力はしてい

るものの､治安は現在も極悪とのことである｡(情報源 アイルランド政府P.Sberidan､2011.63)

59Gifford.p31ThelrlShCollegemRome:TheplanforanlrLShsemlLlaryinRomewasflrStCOnCelVedby

GregoryXIILbutthemoneyallocatedforthecollegewentinsteadtosupplylrishCatholicsforarevolt

againsttheEnghsh.Itopenedln1628BeforeNapoleoncloseditin1978,therehadbeenonlyeightstudentsa

year.

601bZld.,p31.

61 lbid.p31_

62Ibl'd.,p31.TheareawheresomeofthepoorestofDublln■spoorlived.

277



rダブリンの市民｣の中の作品｢姉妹｣に見るジェイムズ･ジョイスの教会批判 金田 法子

とは異質な存在とし､組織から徐々に排斥されるような傾向を加速させていったのではないか｡神父

はこの世の無常を感じていたのかも知れない｡しかし､そうした状況にあっても､彼は物事を頑なま

でに凡帳面にはかどらせようとした｡窮乏に苦しむ人々にキリストの教えを説き､その告白を開き､

大罪 ･小罪は何かを考え､聖餐式の準備をし､と多忙な毎日を送っていた｡だが総じて､彼にはその

任が重すぎたのである63｡そして､ある日､侍者が聖杯を壊したことをきっかけに､神父は精神作用

の横能喪失に陥り告解室で一人忍び笑いをする姿で発見されるのである｡

ここで､｢聖職売買の罪｣に強く関連付けられる ｢聖杯を壊す｣という行為について考察したい｡

姉エライザは､｢_秦_9_?_t__4号獲 _L:_ち_薮野里軒 ･･･.あれが事の始まりで｡何でもなかったそうですが.

何も入っていなかったそうなのです｡侍者の男の子の間違いだったそうですが､それでも､

かわいそうにジェイムズはとても気に病んで｣というふうに語るが､｢あの人が壊したあの聖杯｣に

ついて､アクイナスは上述の ｢聖職売買｣の議論､第4条において､｢聖なる器もまた霊的なもので

ある -砕かれた後の聖杯は聖なる器とは見倣されず､単なる金属に過ぎない｣としている｡すなわ

ち､アクイナスは聖杯を壊すという行為については､その破壊時期､いわゆる､それが聖別される前

か後かを問題としているのである｡さらに､r新カトリック大事典｣では､｢ユカリステイアの典礼 (ミ

サ)においてキリストの定めた言葉を唱えることにより､初めてバンとぶどう酒がキリス トの体と血

となる｣朗と記している｡姉エライザは､｢聖杯には何も入っていなかった｣と明言をしている｡すな

わち､その聖杯にはぶどう酒は入っておらず､聖体の存在はなかったのである｡これをアクイナスの

条件に照らせば､その聖杯は聖別される前､あるいはミサの終了後､聖別が解かれた後の段階のもの

であって､単なる素材でしかなかったということになる｡したがって､侍者､あるいは神父は､｢聖

職売買の罪｣に何ら抵触するものではない｡また､聖杯を手にしていた神父を侍者が過って押すなど

して神父がそれを床に落とし､聖杯を破損した場合､あるいは､侍者が持っていた聖杯を過って落下

させ損傷し､神父が監督安任を痛切に感じていた場合などを想定したとしても､その想定自体が不毛

である｡なぜなら､この聖杯にはそもそも聖体が入っておらず､聖別がなされていないのであるから｡

一方､アクイナスは､第4条で ｢聖杯は霊的事物であり､それは教会に属する物であり､神からの預

かり物｣であるとしている｡このことから､侍者あるいは神父には､教会に属する聖杯を破損した罪

が問われる可酸性も考えられる｡しかし､アクイナスはその論理展開に於いて ｢緊急事態｣を想定し

一定の寛容性を設けているoその例として ｢洗礼｣を挙げると､｢緊急必要な場合には,誰でも洗礼

を授けることが出来る｡子供のために配慮すべき人間がいるのであれば司祭でなくても良い｡水も元

はといえば単なる物体的な元素に過ぎないのだから｣などと論じているのである65｡したがって､ア

63ジェイムズ･ジョイス著､結城英雄訳rダブリンの市民j岩波文庫,2008年､25頁c

JamesJoyce,DzfblillerS.WordsworthClassics,1993,p6

81上智学院新カトリック大事典篇革委員会 r新カトリック大事典J研究社､2002年､752貫｡

6=1 トマス･アタイナス著､稲垣良典訳｢神学大全J第2部第19巻第100間､創文社､1991年､436貫｡
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クイナスの論理に依ると､神父､あるいは侍者が聖杯を故意には基づかず､過って壊すという行為に

至ったことについては､何ら罪に問われるものではない､とするのではないだろうか｡したがって､

聖杯を壊したことをきっかけにして神父がその精神を病んでいったとする姉エライザの語りは妥当性

を欠く｡

一方､少年は作品の冒頭で､rカトリック教義問答集｣の中の ｢聖職売買｣について触れているが､

次に､この観点から神父の罪を考察してみたい｡ギフォード教授の調査によると､アイルランドのrカ

トリック教義問答集Jには ｢聖職売買｣についての記述はないとのことである66｡もし､そうである

なら､神父は rカトリック教義問答集Jの中の ｢聖職売買｣の罪の理解を持ち合わせていなかったと

いうことが想定し得る｡そのため,聖杯が壊れたことに狼狽した神父はそれを気に病み精神の破綻を

きたしていったとのシナリオも考えられる｡しかし､この点について神父が把撞していなかったと想

定することは次の点から適切ではない｡ ① 神父は司教や大司教たちを養成するローマの神学校への

留学を果たしており､陀中学大全1第二部 ｢修道者と修道生活｣の中の ｢聖職売買の罪｣の条項は聖

職者の基本的心得として初期の段階で学んでいたはずであるo(参当時､アイルランドにおいても新

トマス主義が活発に論議されていた｡この只中にあった神父が教会内部での ｢聖職売買の罪｣の論議

に触れる機会がなかったとは考えにくい｡とすると､姉エライザの ｢豊杯事件がきっかけとなり､あ

れが事の始まりで彼がおかしくなった｣という語りは､この点からも合理性を欠く｡

では､姉エライザが神父の精神の異常を聖杯事件に関連付けた理由は何か｡この問題を考察するに

あたり､批評家シルル･コノリーの ｢アイルランドでは一般の大衆は偏狭であり､司祭の言うことな

らよく聞いてしまう｡67｣という見解､そして､ダブリンの人々がよくロにする､"Everybodyknows

everybody"(みんなが知り合い)という言葉を記しておきたい｡コッター爺さんは､｢あんな男と自

分の子供は付き合わせたくない｣と語っているが､彼がこうした意見を形成するまでには神父につい

ての相当な悪評の蓄積があったことと推察する｡そもそも神父の精神の異常さは,神父が昇ろうとし

たエリートへの階段が消滅した時から､徐々に周囲の目にも明らかになっていったのではないかと考

えるが､｢みんなが知り合い｣の小さな社会で貧路に哨ぎ細々と生きる ｢偏狭な市民｣にとって司祭

にまつわる ｢不気味さや奇妙さ｣といった話題は､ことさらおかしく､針小棒大に言いふらされてい

たのかも知れない｡神父と共に暮らす姉妹もこうした噂を当然耳にしており､二人は相当困惑してい

たのではないか｡そこに神父の聖杯損傷事件が勃発する｡神父の家には何かと来訪者が多いことと推

測するが､そうした信者に対応する必要のあった姉妹にとって､｢侍者が過って聖杯を壊し､神父が

その安住を痛切に感じ､ついに精神に変調を来たした｣と説明することが､当面､最善の方法であっ

たのではないか｡

66Glfford.Don,.ToyceAnlWtated-NoEesforDublulerSandAPort71altOftheArtlStaSaYoungMan.Universityof

CaliformaPress.1982,p.29.

67 丸谷才一r現代作家論 ジェイムズ･ジョイスJ早川昏房､1974年､51貫｡
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3.少年に見る ｢麻棒｣と ｢聖職売買｣

そんな神父の楽しみは､少年にキリスト教会の儀式や教養について指導をすることでもあった｡

伯父さんはその二人の姿を｢仲良し｣と称した｡しかし､その評は少年の真意を映したものではなかっ

た｡というのは､神父が少年に ｢もう長くはない｣と訴えても､彼は ｢また取り留めのないことを言っ

て｣と放ってしまうのである｡やがて､少年は神父の計報を聞くことになるが､なぜか彼には悲嘆の

感情すら沸かない｡それどころか､その死によって束縛を解かれたような開放感を覚えるのである｡

一方､少年は神父の幻を見るが､その顔は唇を唾液で濡らし絶えず薄ら笑いをし､少年につぶやくよ

うな声で何かを告白している｡少年はどのような内容の告白を聞いたのであろうか､あたかもその聖

職売買の罪を赦そうとでもするかのように自らも薄ら笑いを浮かべるのである｡

ここで､聖職者ではない少年が聖職者である神父の罪を赦そうとした行為が､アクイナスの論じる

｢聖職売買｣の罪に抵触するのではないかという疑問について考察したい｡

アクイナスは ｢聖職売買｣の議論､第5条において ｢ある人が司祭職を得たいと求めるなら､そう

した高慢さを抱くことからしてそれに相応しくない者である｣としている｡また､第6条では ｢聖職

者が与える秘蹟(｢告白｣を含む)は笠的なものであり､神の意思に反して､いわば盗むという形で

その職務を行使してはならない｣ともしている｡ならば､聖職にない少年が神父の告白を聞き､｢聖

職売買｣の罪を赦そうとする行為は､そうした考えを抱くだけでも高慢極まりないということになる

のではないか｡また､少年は資格もなく司祭の告白を聞きその ｢聖職売買｣の罪を赦そうとしていた

ことになるのであり､こうした罪を犯す者は､一般信徒であれば破門ということであり､幻の世界の

ことではあったが､少年はあやうく重大な ｢聖職売買｣の罪を犯し､破門の危棟を迎えようとしてい

たことになる｡

では､少年が神父に抱いていた侮蔑ともみられる感情は､一体何に由来していたものなのだろうか｡

また､少年が赦した神父の聖職売買の罪の対象はいかなるものであったのだろうか｡ジョイスは

r若い芸術家の肖像jの中で､イエズス会士について主人公のステイーヴンに次のように語らせてい

る｡｢彼らはこの世の策略､学識､荻智を命ぜるままに､神のより偉大なる栄光のために用い､それ

をあやつることに喜びを感じるわけでもなく､といって､そうすることの中に含まれている悪に対し

て憎悪を感じもせず､ただひたすら服従の身振りでそれらを繰り返しているようだ｣68｡一方､この

作品に登場する少年は､教会の制度は ｢最も単純なもの｣との認識を持っていた｡しかし､神父はそ

れを ｢極めて複雑で神秘的なもの｣とし､少年の認識とは対極的な説明をした｡さらに､告解に対応

するために郵便局の台帳のように分厚い手引書を司祭たちが作成しており､それに基づいて様々な

人々の告解に対応している､と聞かされた少年は､特段､驚きを見せない｡以上から､少年の神父に

68 ジェイムズ ･ジョイス著､丸谷才一訳 r若い芸術家の肖像12009年､339頁｡Joyce.James,APortra'Eofthe

ArlzlsEasaYou7LgMa12.WordsworthClassics,2001.p143.
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対する軽侮の念は､キリスト教会一般に対するものに由来したものと考える｡したがって､ジョイス

が r若い芸術家の肖像』の中で青年に語らせた聖職者への批判と､この ｢姉妹｣の少年の感情とが一

致し､ここにもジョイスの教会批判が展開されていることが伺われる0

4.少年､及び､その他の登場人物が頻用した､it､thatの原意

また､少年の語りでもうー点検討すべき課題がある｡それは､少年は神父に教えを請うていたにも

係わらず､神父に対する尊敬心をまったく示していない点である｡それは､少年が神父を終始､｢あ

の人｣it〔それ〕､that〔あれ〕と呼んでいることからも明らかであるOこれは彼を取り舵む人々にも

共通している｡したがって､このit､thatがどのような意味を持つものかを以下に確認したい.

特に重要と思われるitの使用は､少年が神父の幻影を見た時､｢それはつぶやくような声で告白を

し始めたが､なぜそれがいつも微笑んでいるのか､なぜその唇が唾液でそんなにも湿っているのか不

思議に思った｣(15頁)69という箇所に見られる｡コッター爺さんの証言もいくつか挙げてみよう｡｢あ

れ (it)は､例の ･ ･異な症状の-つで｣(12頁)､｢自分の子供には､阜左旦男 (Omanhkethat.)

とあまりつき合わせたくない｡｣(13頁)､｢子供によくないのは･･･鼻左旦b_)__714_ものを見ると (see

thingshke_Eb_qそ)､ある種の影響を受ける.｣(14頁)､また､伯母さんは､｢_奉れ甲_S"tでしたの (was

TtTh_qりt_.E)､何か開いておりましたけど･ ･｣と語るOそして､姉エライザが､｢あれ (That)が彼

の心に影響をして ･･｣と語り､また､作品の最後に､｢みなさんが_f華をご覧になって (when

theysaw_tfllqそ)､どこかおかしいとお思いになって｣(26頁)などと語る箇所である｡

この itの原意は､代名詞的用法だけでなく ｢性的なこと｣70に関連した名詞的用法があると示され
ている｡このように､語学的見地から見ても､また､神父を取り巻く人々の証言から推測しても､｢そ

れ｣､｢あれ｣､が性的事象に関連付けられた言葉であったことが強く伺われ､少年が神父を赦そうと

した ｢聖職売買｣の罪は､性的なことに関連していたと推測する｡

なお､アイルランドにおける聖職者による児童虐待については､長年疑われてきたことであるが､

1975年から2004年の間に数千人に対し性的虐待や暴行が繰り返されていたとして､ローマ法王ベネ

ディクト16世が､ローマ法王庁として公式に謝罪し (2010年3月20日)､司教4人が引責辞任をして

いる71｡これ以前にもこうした問題が存在したことは充分想定され､ジョイスが ｢姉妹｣においてこ

の問題について言及したとも考えられ､ここにもジョイスの教会批判の一端が垣間見られる｡

69邦訳はすべて結城英雄訳rダブリンの市民｣岩波文庫､2008年を引用した｡

70TheNeuJShorterOxfordEnglzshDICtionary,ClarendonPress.1993,p.1429
小稲義男編 ｢研究社新英和大辞典｣研究社､1987年､1123頁｡名詞 (俗〉セックス｡
中島文雄編 r岩波英和大辞典j岩波普店1997年､915-916頁｡名詞:性的魅力D

71 httpuknews.yahoo.com(検索日:2010年3月20日)
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5.｢姉妹｣(TheSisters)の題名の奇妙さと神父の罪

神父の奇妙さを伺わせるもう一つの手がかりとして､作品の題名がある｡｢姉妹｣の主人公は,棉

父の ｢聖職売買｣の罪の告発者である少年､あるいは､被告発者である神父であって､物語はこの二

人を軸に展開していく｡しかし､この作品には ｢姉妹｣(TheSisters)との題名が付されている｡そ

の理由を▲̀Sister.'の原意と照合した結果､ÀSister''には単に ｢姉｣や ｢妹｣といった意味だけではなく､

｢男性の同性愛者｣などの意味が存在することが判明した (Afellowhomosexual.amalehomosexual

esp.onewhoisafriendratherthan alover.)72｡また､Amonghomosexualmales,onepalorfellow73

との意味も見られた｡ジョイスは自らの自伝的小説とされる r若い芸術家の肖像jの元となった原稿

を纏め出版された rスティーブン･ヒーローJ(SteL'henHero)74の中で､｢時間を決めて語源辞典や類

語辞典を読んでいる｣75と語っているが､言語の多義性を熟知したジョイスが､この作品に於いても
そうした知識を発揮したものと推察する｡したがって､▲̀Sister"が持つ ｢性的な意味合い｣の観点か

らも､少年が赦そうとした神父の罪は､少年に対する性的な関心に由来したものであったと推測する｡

また､その罪は神父の聖職者という立場を考えると､ジョイスが意味するところの ｢聖職売買｣の罪

の一つ､広義の ｢偽善行為｣に相当すると考える｡

第四章 結論

今回の考察から､次のような結論を得た0

1.ジョイスは､rダブリンの市民jの冒頭に ｢姉妹｣を置き､そこでダブリンの麻痔を措くこと

を目論んだ｡彼はまず､少年に ｢麻痔｣､｢ノーモン｣､｢聖職売買｣の三つの鍵となる言葉を語らせた

が､これらの言葉の内､｢聖職売買｣だけが宗教に関連する言葉であった｡ジョイスは少年に立て続

けに ｢その言葉は邪悪で罪深い存在の名のように聞こえるが､それが行う忌まわしい行為を見てみた

い｣と語らせた｡すなわち､ジョイスはこの作品に於いてダブリンにおける ｢聖職売買｣の罪の検証

を行う､と宣言したに他ならなかった｡

2.｢聖職売買｣の対象についてであるが､ジョイスは rダブリンには ｢麻痔｣が萎延している｣

と述べた｡その一方で rダブリンを ｢人｣と見倣した』と語った76｡ならば､そこの住民すべてが ｢麻

痔｣に犯されていたことになる｡また､ジョイスは ｢麻痔｣と ｢聖職売買｣を同義であるとした｡そ

れならば､ダブリンの市民もまた､｢聖職売買の罪｣を犯していたことになり､その罪の検証の対象

72AytoJohn.TheOxfordDicE1071aryOfModer'zSla'2g.0ⅩfordUniversityPress.1992

73spears.RIChard.Slanga'ldEubhemL'sm-ADiclio'la'3･0/Oaths,Curses,bzsulEs′SexualSla71gandMetaL'hor,

RacLaLSlurs,DrugTalk,HomosextLal,LzllgOandRelatedMatters,JonathanDavidPubllShers,Inc.,1981.p355.

7JFargnou,NICholas&Gillesple.MichaelJamesJoyceAToZ,FactsonFile.Inc..1995,p208.ジョイスの死後､

1963年に出版されたもの｡

75Joyce.James.SEe♪he7lHero,ed..SpencerTheodore.Jona也anCape.1975,p32.

76 E11manLl,RIChard.JamesJoyce.0ⅩfordUnlVerSltyPress,1983.p.20&
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はすべての相のダブリン市民ということになる｡ジョイスは､rダブリンの市民Jを少年期､青春期､

青年期､社会生活との四相に分けたが､その所以がここに見られると考える｡

3.｢聖職売買の罪｣の元凶であるが､当時､ダブリンには二つの ｢支配｣が存在した｡一方はイ

ギリスによる経済的支配であり､もう一方は教会によるそれである｡ジョイスは教会組織に対して憎

悪の念を抱いていた｡そして､彼の命題は ｢教会への戦争｣にあった｡このため､彼にとって ｢聖戦

売買｣の罪の元凶は､教会組織にあったということになる｡

4 ジョイスは rダブリンの市民Jの出版の意図を ｢ダブリンに蔓延る麻痔を措くこと｣と語った｡

それは､当時､ダブリンの人口の九割をカトリック教徒が占めており､教会と市民は支配･服従の関

係にあった｡その中でジョイスが､｢私の rダブリンの市民Jの執筆の意図は､ダブリンに蔓延る聖

職売買を措くことである｣と公然と語る事はおよそ不可能であったに違いない｡したがって､ジョイ

スは 『ダブリンの市民』の出版の意図を ｢ダブリンに蔓延る麻痔を措くこと｣と語らずを得なかった

のである｡

作品の分析を終え､改めてジョイスの命題を考えると,ジョイスは果たしてそれを読者に明快に

示すことが出来たのであろうかとの疑問が残る｡なぜなら､ジョイスは物語で ｢聖職売買｣を断罪し

ようと試みてはいるものの､｢教会批判｣の観点からはどこか焦点に暖昧性が目立つように感じられ

るからである｡ジョイスはその先棒として教会内部の人物である一人の神父を登場させた｡その神父

については､一般市民である少年-の異常性を示した点などから､加害者としての描写がなされたが､

その一方で､神父は教会に排斥された被害者ともなっている｡すなわち､教会を代表する-人物が､

加害者 ･被害者の両面性を持ち合わせていたことになり､これが論点に不安定さを生じさせる原因と

なったのではないか｡本来､批判をするからにはその対象が批判に足り得る充分な根拠を持ち合わせ

ていなければならない｡例えば､神父がエリート階級の出身で､鼻持ちならず､職権を濫用し､人々

への偽善行為､悪事の仲介､搾取行為など様々な聖職売買の罪を働いたというようなシナリオであっ

たならば､ジョイスの命題はより明快になったであろう｡

他方､文学的観点からみると､別の結論が導かれる｡｢教会批判｣を目指したジョイスは ｢姉妹｣

という作品にいわゆる ｢告発の審｣としての位置付けをし､この作品を通じて､堕落､醜悪といった

神父の形象を造り上げた｡そして､それに対する少年の無関心､姉妹の困惑あるいは惟件を措く一方

で､本来､信徒を導くはずの教会組織の内部にも腐敗が存在したことを明らかにした｡その上で､ジョ

イスは神父という一人の人間の加害者としての側面､また､教会組織内で排斥されていく被害者とし

ての側面という両面性を見事に措ききった｡この点から､｢姉妹｣は文学作品として一定の成果を上

げているものと考える｡
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